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イキシアの取り組みについて 

  〜復職支援に関して〜 

ワーク&ライフサポート イキシア 

事業所長：岩永徹哉 



+ 
イキシアでは・・・ 

 

 最大２年間の中で、 

一般企業への就職を目指している方々の 

職業訓練を行っています。 



+ 
就職実績 

雇用先 

清掃業 

接客
関係 

事務職 
介護関
係 

工場 

その他多数・・・ 

過去５年の実績 

７５名 



+ イキシアで行っている職業訓練 

①企業実習訓練 

 

②座学 

 

③PC事務訓練 



+ 
実習 

固定実習 

・清掃 

・スーパー 

・バックヤード 

・介護施設 

 事務訓練 

・PC訓練 

・電話応対 

 

実践実習 

・自分のしたい 

①時間 

②職種 

での実習経験 

雇
用 

企業によっては工賃を頂いての実習もさせて頂いています。 

その場合の工賃は全額利用者の方にお支払いしております。 

※就職の検討の余地がない場合に限ります。 



+ 
事務訓練 

 事務職やパソコンを使った職種をご希望の方には、 

     イキシア内にてパソコン訓練も行っております。 

事務
訓練 

PC訓
練 

電話
応対 

接客
応対 

資格
取得 

模擬
企業 



+ 
座学 

 それぞれの利用者に方に合った内容を提供いたします。 

 

 

余暇 

社会人マ
ナー 

ストレス
対処法 

就職 

活動 

作業  
実技 

事務 実
技 



+ 実習と座学の繋がりについて 

 

 

 

 

 

 

 

就職 

実習 

座学 



+ 
今回のケースでは… 

 障害者就業・生活支援センターはまゆうのご紹介で、イキシアの
見学や体験を行った。 

 体験を通して、イキシアの利用を進めたいとのことだったため、 

①市役所の申請手続き・聞き取り調査 

②障がい者相談支援センターイキシアにて計画相談を作成 

③対象者・相談支援専門員・イキシアのサービス管理責任者を集め
ケース会議を実施 

④就労移行支援事業所通所のための受給者証発行 

⑤イキシアの通所開始      

             という流れで利用を開始する。 

 

 



+ 
本人ニーズ・アセスメント状況 

【本人ニーズ】 

・平成X年５月に前職場での復職を行いたい 

・できれば日中勤務 

 

【アセスメント状況】 

・軽度の失語症があり、思ったことをすぐに言語として発するのに時間を要する。 

・空間無視等は見られていない。 

・右側に麻痺があり、指先が動きにくさがある。痛みに関しても７〜８秒程度感じ 

 るまでにかかる。 

・無理をしすぎて疲労を溜める傾向がある。 

 



+ 
個別支援計画の立案 

①生活リズム・体力面の確立・向上 

 

②PCスキル向上 

 

③接客スキルの向上 

 

④相談・コミュニケーションスキルの取得 



+ 
今回の事例について（経過） 

・平成X年１２月【イキシア利用開始】 

 月・水・金の午後のみの通所からスタート。高次脳機能障がいの症状としてどのような影響があるのかも含め、アセスメントを行う。 

・平成X年１２月下旬〜平成X年１月 

 疲労の確認等を行っていきながら、月は1日、水・金は半日の利用を開始する。体力的は問題なく取り組めており、継続した訓練を行っていく。そのなかで 

 徐々に通所の日数を増やしていき、週２日、週３日の１日通所と通所リズムの確立を行って行った。 

 復職も考慮に入れ、パソコン訓練、座学。スーパーでの企業実習を行い、接客応対や体力向上、パソコンスキル向上等の職リハを行う。 

・平成X年１月〜平成X年２月【入院〜退院】 

 自宅にて、てんかん発作が出たことにより入院となる。それまでは服薬を行っていなかったため、退院後は服薬を開始する。 

・平成X年２月１８日【通所再開〜】 

 週３日からの通所で再開する。その後、３月までにかけて通所の日数を４日、５日と増やしていく。企業実習に関しては、接客関係の実習を数カ所行い、接客 

 スキルの向上を中心に訓練を行う。 

・平成X年４月〜【本格的な個別プログラムを実施】 

 前職での復職をイメージして、個別プログラムを作成し、実施する。プログラムを行っていきながら、作業スピード、正確性、持続力、集中力の維持向上を 

 行っていった。 



+ CD研磨訓練詳細について 



+ 

CD研磨訓練手順 



+ 
準備① 

※倉庫に道具を収納している箱を取りに行く。 

＜箱に入っている道具＞ 

①ケース入りCD２０枚：ケースとディスクに分類のための番号

シールを付けているが、２枚はシールなしを入れている 

②タイマー４個：３個は研磨の時間をセットするもの、１個は作

業時間を計るもの 

③空のCDケース３枚：研磨機の代用  

④滑り止め用マット 



+ 
準備② 

※テーブルに研磨機に見立てた空のCDケースとタイマーをセットする。 



+ 
準備③ 

※箱の中の３つのタイマーを３０秒（研磨時間とする）に、箱の外のタ
イマーを４５分（作業時間とする）にセットする。 



+ 
手順① 

研磨機に見立てた空のCDケース
にディスクをセットする。 



+ 
手順② 

ケースの蓋を閉じてタイマーの
スタートボタンを押す。 



+ 
手順③ 

空ケース３枚に同じことを行う。 



+ 
手順④ 

タイマーがなった研磨機から
ディスクを取り出す。 



+ 
手順⑤ 

盤面のシールにある番号と、
ケース裏面のシール番号が同じ
ことを確認して、ケースに片付
ける。 

 



+ 
手順⑥ 

次のディスクを研磨機にセット
し、タイマーのスタートボタン
を押し研磨をスタートさせる。 



+ 
手順⑦ 

全てのディスクの研磨が終わっ
たら、 

設定時間になるまで再度、①か
らの研磨作業を行う。 



+ 結果として・・・ 



+ 

結果として、イキシアでは復職が可能と判断する。 

対象者・企業・はまゆうとケース会議を開催し、主治医の意見書等の準
備を経て、復職時期を決定・雇用開始となる。 



+ 
雇用の内容に関して 

 平成X年７月：復職開始。２ヶ月間のリハビリ期間。 

 業務時間：９：３０〜１６：００までの５．５時間勤務 

 業務内容：バーコード貼り・PC出力をしバーコードの発行・商品陳列等 

 平成X年９月：２ヶ月のリハビリ期間を終え、８時間勤務で正規雇用。 

 本人の感想：通勤時間が長く、疲労が溜まりやすい。 

       接客時に咄嗟に言葉が出ない時があり困る。 

       周りの従業員に関して、気を使えていないと感じる。 

 

 GHなどの生活の場所の情報提供 

 勤務時間の調整 

 円滑なコミュニケーションを図れるように従業員と対象者との橋渡し 

 



+ 
定着支援 

〜継続的に安心して就業できるように〜 

本人 

はま
ゆう 

企業 

イキ
シア 

医療
機関 

各関係機関と連携をしながら、継
続して業務を行えるように定着支
援を行っています。 

 

定期的に各機関とケース会議等を
開催し、状況の確認を行っていま
す。 

 

生活面の支援等も行っていきます。 

 



+ 
ご案内 

イキシアの情報はこちらでも見て頂けます。 

 

HP 

http://www.ixia-kyw.co.jp 

 

Facebook 

https://www.facebook.com/kyw.ixia 

 

 

イキシア 就労 

http://www.ixia-kyw.co.jp
http://www.ixia-kyw.co.jp
http://www.ixia-kyw.co.jp
https://www.facebook.com/kyw.ixia

